
新技術の概要

トポロジカル垂直結合器

用途分野

特許情報

本技術のアピールポイント

通常の導波路で構成される光回路の信号をトポロジカルフォトニック領域に垂直
に結合(＝導入)させるための素子構造。

従来の導波路型光回路では不可能である光渦信号の
伝送を可能にするトポロジカルフォトニック回路に
対する信号光の高効率な垂直結合を実現する構造で
ある
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トポロジカルエッジ伝送路の構造と単位セル構造
・トポロジカルフォトニック構造体とフォトニック構造体の境界部(黄色線)を伝送
・Ｃ6v対称性を有する誘電体の単位セルが蜂の巣格子状に配列
・Cavity(内部の誘電体を除去した単位セル)を有する

トポロジカルエッジ伝送路20へ
の信号光10(偏光、光渦)の垂直
入射

・SOI基板を用いて形成
・数値は一例

Cavityの導入により、光信号の垂直結合効率(=出力強度)が向上する
・トポロジカルエッジから１単位格子セル離れた位置で結合効率が最大になる
・Cavity周囲の誘電体配置を変えることで信号周波数帯ごとの結合効率の調整が可能
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